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北広島市保健福祉計画検討委員会 

第５回 障がい福祉部会 

 

日 時：平成２９年１１月１日（水） 午後６時４５分～午後７時２５分 

 

場 所：北広島市役所 １階 多目的室４ 

 

 

◇北広島市保健福祉計画検討委員会委員  

出席者：板垣委員 （部会長） 

     加藤委員 （職務代理者） 

奥田委員  

若狭委員  

斉藤委員  

森委員  

近藤委員 

 

欠席者：中村委員 

            

◇事務局 

中屋保健福祉部長 

     川又福祉課主査 

     棚田福祉課主査 

     玉手こども発達支援センター主査 

     吉崎福祉課主任 

       

◇傍聴者：１名 

 

 

 

 

 

 

 

  

議事概要 
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≪議事概要≫ 

 

１ 開会 

 

２ 協議事項  

事務局：北広島市障がい支援計画【平成 30年度～平成 32年度】（素案）について、資料をもとに

説明。 

委 員：13ページの各障がい者手帳交付者数について、人数が増えているという説明であったが、

人口減少しているのに増えている原因について言及されていないのはなぜなのか。58ペー

ジの②に高齢者世帯の増加には触れているが、それ以外には触れられていない。事務局か

ら説明のあった障がい者数の総量について今後も増加する見込みと説明があったが、原因

がないと、福祉サービスが増加するのかどうか判断しづらい。 

もう 1点、82ページの権利擁護の推進の成年後見の部分について、私たちが実際に支援し

ていく中で成年後見人もいろいろな方がいるので、成年後見が良いのか、福祉型の信託、

家族信託があるが、こちらの制度の方が本人のために良いのか難しい。どうも成年後見が

先行して進んでしまっていて、福祉型信託などの情報提供などした方が良いのではないか

と感じる。 

事務局：まず障がい者の増加に関する各障がい別の原因として、身体障がい者の増加については、

先ほど 70代以上の方が多いと説明したが、これは年齢を重ねることにより足腰や内臓、聴

覚など体的な衰えがあることから増えてきていると考えられる。知的障がい者についても増

えているが、先ほど説明したとおり 10代、20代の方が多くなっている状況で、高等養護学

校や卒後の様々な福祉サービスにつながるために手帳所持者が増えていると考えられる。精

神障がい者の増加については、まず三つの障がいの中で一番新しい手帳制度であり、手帳の

認知度が上がってきていることと、あと、これは知的障がい者にも言えることだが、障がい

者雇用が進んできており、そのためには障害者手帳の所持が要件となっていることが多いこ

とから、成人になってから手帳を所持する方が多くなってきていること、さらに精神障がい

には認知症も含まれており、高齢化に伴って認知症患者も増えていることが考えられる。 

以上を踏まえると、おって数値は精査させていただくが、今後も障がい者数の総量は増

加するものと見込んでおり、またアンケート調査から、手帳は所持していなくサービスは使

っていないが今後使いたいと回答した方が多く潜在的なニーズも把握できたことから、サー

ビス見込み量については増加する目標を設定している。 

2点目の成年後見について、委員ご指摘のとおり、成年後見制度がなかなか活用しづら

いとの意見も聞くが、一方、本人の権利を守る部分では、現在の法体系の中では成年後見制

度が有効な手段である。福祉信託という手段もあるが、権利擁護のため本人に成り代わって

様々な権限を行使できる点では、成年後見制度は有益な手段と捉えている。現在、成年後見

センターが中心となり制度周知、また法人後見も担っていることから、権利擁護について総

合的な支援を行っていきたい。 

部会長：次期計画策定に係る基本的事項（案）についてはよろしいか。 

（異議なし、承認） 
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３ その他 

事務局：今後のスケジュールについて説明。 

次期計画策定作業について、北海道からの数値や方向性が示されるのが遅く、作業が遅

れていることから、11月中にあと 2回部会を開催したい。 

（異議なし、承認） 

 

４ 閉会 


